
福祉機器展福祉機器展 福祉機器展福祉機器展 

みんないいひと週間  
　市社協では、社会福祉大会を開催する１週間を「みんないいひと週間」とし、イベントやシンポジウムを開催します。 
　今年は入浴・トイレ用品特集の「福祉機器展」を皮切りに、「サロン実践活動交流会」では、気軽に集まって楽しくおしゃべりや
仲間づくりをする交流会や写真パネル展、「社会福祉大会」では“これならできる！みんなでできる！”ふくしでまちづくりを実現
するための取組みを報告します。皆様のご来場をお待ちしております。 

10月26日（日） 
　～11月1日（土） 

～楽しく「ふくし」でまちづくり～ 

☆入浴・トイレ用品特集☆ 

2008 福祉機器展示室 

市民みんないいひとの日　第39回　相模原市社会福祉大会 

場　所：あじさい会館ホール 
内　容：第1部 表彰と感謝の集い 
　　　　第2部 シンポジウム～福祉コミュニティ形成モデル事業実践報告～ 

日　時：10月29日（水）　午前10時～正午 
場　所：ウェルネスさがみはら7階　視聴覚室 

日　時：10月29日（水）　午後1時30分～4時 
場　所：あじさい会館1階　ホール 

日　時：10月26日（日）、27日（月） 
　　　　午前10時～午後4時 
場　所：ウェルネスさがみはら 2階 
　　　　福祉機器展示室 

入場無料！ 
直接会場へ 

　「地域に住む人たちが気軽に集える場があったらな、
ちょっと手助けしてくれる人がもっといたらな・・・」 
　そんな「あったらいいな！」の実現に向け、地域に住む
方々がアイディアを出し合い、解決していく取組みが始
まっています。 
　難しい課題を楽しく解決！地域のヒントになる、できたて
の生の声をご紹介します。 

講演「子育ての現状とサロンの役割」 
子育て中の家庭の抱える悩みや必要な支援、サロンに
期待される役割についての講演と情報交換会 

　10月27日（月）から11月1日（土）、市内160か所のサロン活動の様子をあじ
さい会館ロビーに展示します。 

講演「その一言をキャッチする！」 
　サロンの参加者と楽しくおしゃべりするコツとは？何気ない会話
に隠されている困りごとをキャッチするノウハウとは？誰でも気軽
に楽しくサロンの支援ができるための、ちょっとした「ワザ」をお
伝えします！ 

コーディネーター　小倉　常明 氏　淑徳大学准教授　 
　　　　　　　　　　　　　　　　 福祉コミュニティ形成モデル事業推進委員会委員長 
シ ン ポ ジ スト　光が丘地区・東林地区社会福祉協議会活動実践者 

主　催　相模原市社会福祉協議会　　共　催　相模原市 
協　力　相模原市自治会連合会 
　　　　相模原市民生委員児童委員協議会 
　　　　特定非営利活動法人　相模原ボランティア協会 
　　　　相模原市福祉のまちづくり推進協議会 

福祉機器展 

問合せ　総務グループ　電話 042-730-3888 
＊手話通訳・要約筆記・磁気ループあります 
＊小さなお子様等の保育あります（要予約） 

問合せ　地域福祉グループ 
　　　　電話 042-756-5034

問合せ　地域福祉グループ　電話 042-756-5034

問合せ　福祉機器展示室 
電　話　042-769-8274

シャワーキャリー 
（ベッドからお風呂まで
移動ができ、そのまま入
浴できます。） 

入浴用品・トイレ用品を多数展示
します。 

子育てサロン実践活動交流会子育てサロン実践活動交流会 子育てサロン実践活動交流会子育てサロン実践活動交流会 子育てサロン実践活動交流会 

これならできる！みんなでできる！ これならできる！みんなでできる！ これならできる！みんなでできる！ 

高齢者高齢者ふれあい・いきいきサロン 
実践活動交流会実践活動交流会 
高齢者高齢者ふれあい・いきいきサロン 
実践活動交流会実践活動交流会 
高齢者ふれあい・いきいきサロン 
実践活動交流会 

こんなのできた！ 
こんなのできた！ 

高齢者のための「常設の」 
仲間づくりの場ができました 

サロン活動写真パネル展サロン活動写真パネル展 サロン活動写真パネル展サロン活動写真パネル展 サロン活動写真パネル展 
たくさんの笑顔がお待ちしています！ 

11月1日（土）  午後1時30分～4時30分 

わたしの 
まちの未来に 
向けて 

参加希望者は事前に
ご連絡ください 

参加希望者は直接会場へ 
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「市社会福祉協議会」は、
皆さんの参加と支えあいで
福祉のまちづくりを進める
社会福祉法に位置付けられた
民間の福祉団体です。

〈発行〉社会福祉
法　　人 相模原市社会福祉協議会

〒229－0036 相模原市富士見6丁目1番20号
市立あじさい会館内

� 042（756）5034�　　FAX 042（759）4382

ホームページ　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
Eメール　info@sagamiharashishakyo.or.jp

本紙は、奇数月20日発行です。

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

～社協さがみはら「みんないいひと」　点字版・録音版～　目の不自由な人にご紹介ください

～みんないいひとメールマガジン 毎週水曜日 無料配信～　購読申込は市社協ホームページから

～市社協ホームページで最新の福祉情報をお届け！～
http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

～福祉情報文字放送中～　J-COM 2チャンネル　毎日　午前 7時～、午後 1時～、7時～

～マンガで楽しく福祉を読もう～　　秋　竜山 著「　　　　　　　　」第1～18巻 無料配布中！

携帯版ホーム
ページはこちら
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今　月
おすす

市内には、22か所の地区社会福祉協議会、通称「地区社協」があります。
地区社協は、地域住民の皆さんによって運営されており、その地域に必要とされ
るさまざまな福祉事業を行っています。
各地区の地区社協の特徴や主な取組みを毎号シリーズでご紹介しています。今

回のテーマは「安心して暮らせるまちづくりのために～地域の見守りネットワー
ク～」です。

大野北地区社協「思い愛ネットワーク」 
～遠くの親戚より近くの他人～ 

　「阪神淡路大震災の教訓を踏まえ、日頃からの見守りと声かけにより安
心して暮らせる街をつくりたい」この思いから平成10年にスタートした大
野北地区社会福祉協議会（神　 利秋会長）の「思い愛ネットワーク」。 
　現在利用者約140名、ネットワーク員約190名が登録し、13班に分か
れてそれぞれ見守り活動を行っています。「こんにちは。お加減いかがで
すか」と声をかけたり「新聞はたまっていないかしら」とそっと見守ったり。
また、定期的にネットワーク員が集まって、班の課題や地域全体の課題を
話し合ったり、見守り活動に役立つ研修や講座を企画したりしています。神
　会長は、「横浜線淵野辺駅周辺のこの地区は、近年、高齢者だけのマン
ション世帯が急増しています。近所付き合いの希薄化などの課題もあり、
日頃から気軽に声をかけ合える関係を作りたい。そして、災害があったと
きには、お互いに助け合えるやさしい街にしたい」とこの活動の重要性を

話されます。 
　民生委員・児童委員や自治会、地域のボランテ
ィアグループなど多くの協力者と連携しながら、
今年で10年目を迎える「思い愛ネットワーク」。
『遠くの親戚より近くの他人』をモットーに、地域
のみんなが自分のできることを少しずつ協力し合
って、災害が起こっても安心して暮らせる街づくり
を目指していきます。 

問合せ：大野北地区社会福祉協議会（大野北出張所内） 
電話042－752－2023

マンションでの見守り活動 

大野南地区社協「ほほえみネット」 
～さりげなく見守り、支えあう街～ 

　大野南地区社会福祉協議会（中島千尋会長）が平成15年度から取り
組む「ほほえみネット」。一人暮らしの高齢者や障害者への声かけなどを
通じた見守りと災害時の支援にも役立つよう安心して暮らせる街づくり
を目的にした小地域の見守り活動です。 
　民生委員・児童委員を中心に近隣の方、自治会、ボランティアなどが協力
員として、「新聞や郵便物が溜まっていないか」、「雨戸が閉めっぱなしに
なっていないか」等気にかけたり、必要に応じて訪問してお話し相手になっ
たりと、さりげない見守り活動です。現在42名の利用者に対して42名の
協力員が民生委員と連携して活動しています。また、活動の推進役である
ほほえみネット運営委員会（渡邉浩行委員長）では、暮らしの豆知識や福祉
サービスの情報等を掲載した「ほほえみ便り」を年5回発行し、協力員を通
じてお届けし、利用者の生活に役立つ情報を伝える仕組みとしても活用し
ています。 

　住みなれた家庭や地域で安心して暮
らすために、身近な地域で助け合い、支
え合う街でありたいという思いから生ま
れた「ほほえみネット」の活動。今後も
協力員の養成や地域包括支援センター
との関わりを積極的に行い、活動を推進
していきます。 

問合せ：大野南地区社会福祉協議会（大野南出張所内） 
電話 042－749－2131

手話コンサート ほほえみネット協力員研修 

Vol.6

No.5

【電話】 

親指と小指を 
立てて耳に 
当てる 

【携帯電話】 

人差し指を 
立てて 
軽く握って 
耳に当てる 

問合せ　市障害福祉課　電話 042-769-8355

　耳が聞こえない人が外出先で一番困るのが緊急時の電話です。警察や消防署、会社など
に急いで連絡したい時など｢電話｣の手話を表して、電話をお願いすることがあります。聞こ
えない人の中には「119番に電話してください」などと書かれた｢お願い手帳｣を見せる人
もいます。伝える内容を紙に書いてもらうなどして確認した上で、電話をしてください。 

　耳が聞こえない人たちは、街の中などで皆さんに手助けをお願い
することがあります。そんな時に役立つ手話をぜひ覚えてください。 

（弁護士による権利擁護相談） 法律相談  法律相談  法律相談  
～ 相談は個別、無料です。秘密は守ります！～ 

開設日時　10月23日(木)・11月27日(木) 
　　　　 　午後1時20分～4時 
　　　　　  （お一人の相談時間は40分間です） 

場　　所　あじさい会館6階　権利擁護相談室 
対　　象　高齢者・障害者とその家族 
予約受付時間　月～金曜日　午前8時30分～午後5時 
　　　　   （事前に電話予約をしてください） 
申込み・問合せ　相模原あんしんセンター　電話 042-756-5034

法律相談 

・・・・・・・ 
～発達障害支援情報～ 

＊発達障害といってもその「障害」は様々です。主な特徴を紹介します＊ 
自閉症・アスペルガー症候群の主な特徴 
①対人関係の障害～周囲の状況に無関心に見える、他人の表情や感情を読み取ったり、
自分の気持ちを伝えるのが苦手 
②言葉の障害～言葉の遅れ、抑揚のない話し方や同じ質問を繰り返す、オウム返しが多い 
③こだわりの強さによる障害～同じ道順でしか目的地に行けない等、決まった手順以外の
方法で行うことが苦手、限定した事にしか興味・関心を示さない、特定の音を嫌がりパ
ニックになる等 
　知的な遅れを伴わない場合を高機能自閉症といい、またアスペルガー症候群の人は、言
葉や知的な遅れを伴いませんが、自閉症の人と似た特徴を持っています。 

発達障害に関してのご相談は…　　　　　　　 
神奈川県発達障害支援センターかながわA 
相談専用電話 0465-81-3717（月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分） 

エース 

No.2

あじさい会館の施設を  
ご利用ください  

あじさい会館の施設を  
ご利用ください  

あじさい会館の施設を  
ご利用ください  

　企業の会議や研修、ピアノ発表会や各種イベント等に会議
室やホールなどをご利用いただけます。 

利用区分：午前・午後・夜間 

問合せ：あじさい会館管理事務室　電話 042－759－3963

あじさい会館（富士見6-1-20　相模原市役所斜め向かい） 

ホール（358） 

 研修室（36） 

 講習室（36） 

 第1展示室（96） 

 第2展示室（60） 

 大和室（120） 

 第1和室（55） 

 第2和室（20） 

 第3和室（20） 

5,000円(午前) 

900円(午前) 

1,000円(午前) 

2,400円(午前) 

1,600円(午前) 

4,000円(夜間) 

1,500円(夜間) 

900円(夜間) 

900円(夜間)

午前：午前9時～正 午 
午後：午後1時～ 5 時 
夜間：午後6時～10時 会

議
室 

和
室(

畳)

施設名（定員：人） 利用料金 利用時間 

＊一般利用は夜間のみ 

午後5時～10時 

＊料金は午前・午後・夜間
によって異なります 



〔個　人〕
▼社会福祉のために　佐藤榮一（小山）、 住広子（星

が丘）、持田勉（橋本）、斉藤道夫（大野南）、矢沢

守、藤田照子（大沢）、飯田利宇（相模台）、鈴木敦子、

荒井雅子（津久井）、匿名10件
▼高齢者福祉のために　村上梢子（大野南）
▼交通遺児のために　持田美恵子（橋本）
▼少年院図書代のために　河本　一（大野北）
〔企業・団体〕
▼社会福祉のために　相模原市民吹奏楽団（横山）、JA
相模原市組合員ゴルフ大会（中央）、家庭倫理の会相

模原市（光が丘）、コンパル橋本店、ミュージックプ

ラザ相模原教室、コロムビア星有子（橋本）、フルヤ

会、相模友の会相模原方面、ビバーチェ共和店（大野

北）、相風さつき会（田名）、相模カラオケ同好会（東

林）、相模野カントリー倶楽部（城山）、混声合唱団

「さがみこ」（相模湖）、匿名1件
▼交通遺児のために 相模原けやきの会（清新）

〔個　人〕
▼介護車　本田富美子（大野北）
▼生活用品　垣元エツ子（清新）
〔企業・団体〕
▼車いす 相模原沖縄県人会（清新）
▼衣類等　源悟山顕正寺（相模台）
▼チケット　コロムビア星有子（橋本）
▼鮎　ダイワ精工㈱（市外）

寄付物品
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ひと味違う自分になる！ 
要約筆記奉仕員養成講座（基礎課程）手書き・パソコン 

～未経験者・初心者向け～ 

　｢突然の病気や高齢になって耳が不自由になったので、手話を覚えるのは難し
い｣このような方に、話し言葉を文字にして、情報を伝える方法を学びます。 

開 

催 

日 

程 

等 

◆手書きコース◆ 

◆パソコンコース◆ 

全17回　毎回木曜日　 

全10回　毎回木曜日 

10月30日～平成21年3月5日　午前10時～正午 

12月4日～平成21年3月5日　午後1時30分～3時30分 

場  所　あじさい会館　　定  員　各20名（応募多数の場合は抽選） 

＊タッチタイピングができ、1分間に60文字程度入力可能な方で、
ノートパソコン（WindowsXＰ搭載）を毎回持参できる方 
＊手書きコースを修了している方。修了していない方は、今回の手書
きコースを同時に受講していただきます。 

10月16日（木） 10月17日（金） 津久井文化福祉会館 
（津久井町中野） 

南保健福祉センター 
（相模大野） 

午前9時30分～午後4時 

11月26日（水） 11月27日（木） 
午前9時30分～午後4時 

対　　象　市内在住・在勤または、在学の18歳以上の方 
申込方法　市社協各事務所にある応募用紙を10月3日（金）までに、あじさい会館

4階に持参（土日祝を除く）または郵送（必着） 
申込み・問合せ　在宅福祉グループ　電話 042－756－5034

対　　象　市内在住の20歳以上の方で2日間の研修を全日程受講できる方。
ヘルパー、介護福祉士などの専門資格は不要です。 

内　　容　ふれあいサービス概要、認知症高齢者の理解、車いす介助法、コミ
ュニケーション技術等についての講義・実習 

謝　　礼　協力会員として登録し、活動した方には1時間700円の謝礼が支
払われます。 

申込み・問合せ　開催3日前までに電話でお申し込みください。 
　　　　　＜津久井会場＞津久井町地域事務所　電話 042-784-3393 
　　　　　＜南部会場＞　南事務所　　　　　　電話 042-765-7065

対　　象　全日程受講可能な方で、受講後活動いただける方 
定　　員　10名（申込順） 
費　　用　500円 
申込み・問合せ　パラボラ相模原　代表 古川 
　　　　　電話 042-751-4604　 
　　　　　Eメール：furukawas@jcom.home.ne.jp

対　象 
60歳以上の男性 

費　用 
2,500円 
（調理実習費） 
定　員 
25名（応募者多
数の場合は抽選） 

講　師 
出口数美氏 
【出口数美クッ
キングスクール
校長】 
※テレビ出演や
各料理教室で
活躍中！ 

※都合により献
立は変更にな
ることがあり
ます。 

講　師 
ボランティアグループ 

「男の生き方応援講座～これからがおもしろい第二の人生～」 
料理講座を通じて地域活動へ！！ 

　料理を通して、自立して地域や家庭で生活するための生きがいづくりや仲間づ
くりを行い、講座終了後は、仲間同士で地域活動にデビューを！ 

ふれあいサービス協力会員募集！基礎研修会 
　ふれあいサービスは、高齢や病気で買い物・調理・掃除や通院
介助を必要とする方を支えていく有償の家事援助・介助サービスです。「協力会
員」として活動できる方を対象に、登録していただくための「基礎研修会」を開催
します。 

開 

催 

日 

程 

等 

【和食づくり】 

【洋食づくり】 

10月8日（水） 

10月22日（水） 

【中華づくり】 11月5日（水） 

【酒の肴づくり】 11月19日（水） 

【目指せ地域デビュー】 
11月26日（水） 

これからの活動 

場　所　上溝公民館（公共交通機関をご利用ください） 
時　間　午前9時45分～午後0時45分 

場　　所 

日　　時 

申込み・問合せ　ボランティアセンター　電話 042-786-6181

パソコンボランティア養成講座 
　障害のある方や高齢者のためにパソコン操作の支援を行うパソコンボランテ
ィアの養成を目的とした講座を開催します。 
　心身の状況に配慮した、きめ細やかな対応法や様々なパソコン支援機器の操
作法などを学びます。 

障害者や高齢者を支援する 

１時間700円 
の謝礼のある 
活動です 

津久井会場 

南 部 会 場 

受講生募集 

費用無料 

親子丼と料理屋さんの味噌汁 

額縁トースト、カレースープ 

パラパラ炒飯、餃子 

あじの三枚卸し 

10月15日（水）・16日（木）・17日（金） 
午後1時30分～3時30分（計6時間） 
 
南保健福祉センター　ボランティア活動室 

問
合
せ：

保
健
と
福
祉
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
図
書
室
）

ウ
ェ
ル
ネ
ス
さ
が
み
は
ら
1
階
　
電
話
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４
２
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・
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市社会福祉協議会には、市民の皆さまから多くのご
寄付が寄せられ、福祉の向上に役立たせていただいて
います。
「地域住民の参加と支えあいによる福祉のまちづく
り」を実現するため、ひとりでも多くの方のご協力を
お待ちしています。
平成20年6月1日から7月31日までにご寄付を寄せら

れた方は、次のとおりです。
敬称略・順不同（ ）内は地区名

～たくさんのご寄付をありがとうございます～

寄付金

/
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�定　員：各会場20名（同じ内容です） �受講料：無料
�申込み：①③に参加希望の方はボランティアセンターまで 電話 042-786-6181

②④に参加希望の方は南ボランティアセンターまで 電話 042-765-7085

開催日

①10月16日（木）

②10月21日（火）

③11月13日（木）

④11月29日（土）

時　間

午前10時～正午

午後7時～9時

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

場　所

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター ボランティア活動室

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター ボランティア活動室

内　容

ボランティ
アとしての
基礎知識と
実際の活動
を紹介

ボランティア予備校
ボランティア活動をはじめたいと考えている方々のために

社会福祉協議会関係施設の休館日社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日 
あじさい会館 9月27日（土）、10月27日（月） 
南保健福祉センター 10月5日（日） 
さがみ湖リフレッシュセンター 毎週日曜日及び休日 

次号社協さがみはら「みんないいひと」165号は
2008年（平成20年）11月20日発行

○子育て教育「実践コーチング講座」

○メンタルヘルス映画会
“ふるさとをください”上映
日　時 10月4日(土)①午前11時15分～

②午後2時30分～
場　所 あじさい会館
内　容 日本初の精神障害分野の劇映画
費　用 1,000円（一般）

500円（障害者・小学生）
申込み 氏名・電話番号・必要枚数をFAX
主　催 ふるさとをください

上映実行委員会(みどり会)
問合せ 大石 電話・FAX 042-762-1118

○里親になりませんか
日　時 ①10月11日(土) ②11月8日(土)

午後2時～4時30分
場　所 ①中心子どもの家

②相模原児童相談所
内　容 親の病気、離婚、虐待などにより

家庭養育が困難なお子さんを迎え
入れ養育する里親制度の説明会

問合せ 相模原児童相談所
電話 042-750-0002

○精神障害の体験者・家族
べてるの家を楽しみ学ぶ会
日　時 10月17日(金)、11月13日(木)

午後1時～3時30分
場　所 南保健福祉センター
内　容 向谷地宣明氏を講師に、「べてるの家」

が実践してきた当事者研究を学ぶ
定　員 25名（申込順）
費　用 500円（当事者無料）
主　催 べてるを楽しみ学ぶ会(みどり会)
問合せ ボランティアセンター

電話 042-786-6181

○障害者社会就労センター
第18回パステル祭
日　時 10月18日(土)午前10時～午後3時
場　所 パステルファーム(田名5012-5)
内　容 各種模擬店、自主製品の販売など

問合せ パステルファーム
電話 042-760-3170

○傾聴ボランティア
フォローアップ研修
日　時 11月15日(土)午前9時30分～11時30分
場　所 あじさい会館
内　容 相手の話しを引き出す質問

の仕方、話し方などを学ぶ
対　象 現在活動中又は関心のある方
定　員 60名（抽選）
費　用 300円
申込み 往復ハガキに活動内容・住所・氏名・年齢・電

話番号を記入の上229-0036富士見6-1-20
ボランティアセンターまで(11月5日必着)

問合せ 傾聴ボランティアの会相模原 瀧川
電話 090-8080-4063

○障害者地域作業所生きがいホームこすもす
こすもすまつり
日　時 10月18日(土)午前10時～午後2時
場　所 生きがいホームこすもす(緑が丘1-34-29)
内　容 自主製品の販売、バザー、

喫茶コーナーなど
問合せ 生きがいホームこすもす

電話 042-750-5135

○地域活動支援センターポップコーン
第8回ポップコーンまつり
日　時 11月15日(土)午前10時30分～午後2時
場　所 麻溝台自治会館（駐車場有）
内　容 革製品・陶芸品の販売、模擬

店、バザー、バンド演奏など
問合せ ポップコーン 長谷川

電話 042-766-5850

○水中健康体操秋季教室開催
～健康増進とメタボ対策のために～
日　時 11月18日までの月3回火曜日

午前10時～正午
＊日程の詳細はお問合せください

場　所 さがみはらグリーンプール（横山公園内）
講　師 専門指導員
費　用 年会費1500円、500円/回
申込み 当日直接会場にて受付
問合せ 神奈川高齢者生協相模原支部

大野 電話 042-773-7915

○津久井障害者地域作業所　
竹の子作業所非常勤職員募集
日　時 月～金曜日のうち3、4日

①午前9時～午後2時
②午前9時30分～午後2時30分

場　所 竹の子作業所（津久井町中野1004-3）
内　容 パソコン会計事務
賃　金 時給900円(交通費別途支給)
申込み 電話連絡の上履歴書持参
問合せ 竹の子作業所

電話 042-780-0740

○第44回糖尿病週間行事
「あなたに忍び寄る動脈硬化」
日　時 11月8日(土)午後1時～4時
場　所 相模原南メディカルセンター
内　容 健康チェック、各種測定、

医師・栄養士などの講演
定　員 150名（先着順）
費　用 無　料
問合せ 北里大学病院糖尿病外来受付

電話 042-778-8424

日　時 11月8日(土)午前9時50分～午後4時30分
場　所 相模原市民会館
内　容 子どもの自発的な行動を促すための

コミュニケーションスキルを学ぶ講座
定　員 50名（申込順）
費　用 3,000円
申込み 住所・氏名・立場・電話番号をFAX（11月5日必着）
問合せ 神奈川オアシス 横倉

FAX 042-703-9830

ほか
ほかふ

れあいフェスタ2008～障害のある人もない人も 
　みんなで楽しむ市民のまつり～ 

日　時　10月25日（土）　午前10時～午後4時 
場　所　あじさい会館、ウエルネスさがみはら前 
内　容　ミニＳＬほかふれ号　　ボランティア体験コーナー 
　　　　バザー・模擬店　　　　障害のある方の演奏とコーラス 
　　　　布おもちゃで遊ぼう　　作詞の発表　ほか 

当日、お手伝いしてくださるボランティアも募集中！ 

災害救援ボランティアコーディネーター養成講座  
　災害時、ボランティアと被災者の支援活動に結びつける「ボランティア
コーディネーター養成講座」を開催します。 
日　時：11月16日(日)、22日(土)、29日(土)　午前9時30分～午後5時 
場　所：市民会館3階　第1中会議室　参加費：1,000円 
問合せ：ボランティアセンター　電話 042-786-6181

災害救援について学ぼう 災害救援について学ぼう 受講生募集 

電話 042-786-6181　FAX 042-786-6182
Eメール : svc@sagamiharashishakyo.or.jp

　ボランティアセンター（富士見6-1-20あじさい会館4階）

赤い羽根共同募金が始まります。
10月1日から12月31日まで 

（実施：神奈川県共同募金会相模原市支会） 

今年もあたたかいご協力をお願いいたします。 
http://www.akaihane.or.jp/index2.html ホームページもご覧ください。 

平成19年度実績　赤い羽根募金　　 　 47,615,711円 
　　　　　　　  年末たすけあい募金  19,872,207円 

～ボランティア募集～
当日お手伝いくださる方も募集しています！

○フェスタすずらん2008
～障害のある方たちと楽しく過ごそう～
日　時 10月25日(土)午前10時～午後4時
場　所 グリーンハウス(麻溝台7-1-7)
内　容 各種模擬店、バザー、ジャズバンド演奏など
問合せ グリーンハウス

電話 042-749-8881
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